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はじめに
　本稿は，G. W. F. へーゲルがその死の直前に行った「法の哲学」の講義の，聴講者シュトラウスによる
聞き書きノートの翻訳である。ヘーゲルは，1831年11月14日の夜，コレラのため急逝した。死を前にし
た11月10日および同11日の「法の哲学」の二度の講義を，D. F. Strauss1）は聴講し，筆記した。
　この筆記録のタイトルは，„Fragment von Hegels Rechtsphilosophie.“ 「ヘーゲル 法の哲学 断章」と
して二行にわたって書かれており，Rechtsphilosophie の下に波線が引かれている。  




　このシュトラウス手稿は，ドイツの Deutsches Literatur Archiv Marbach に所蔵されている。翻訳を
許可された同アルヒーフおよび Dr. Jochen Meyer に厚くお礼を申しあげる。
　この手稿の原文は，全体で 9 ページである。最初のページのタイトルに „Rechtsphilosophie“ が掲げら




　最初のページは25行，2 ページから 5 ページ目までは各28行，6 ページから 8 ページ目までは各27
行である。 
　最後の 9 ページ目の最終行の下に，すなわちこのページのほぼ中央上部に十字架が描かれ，その下に 
„Am 14. Nov. Abends ist Hegel an der Cholera gestorben.“ と二行にわたって記され，この二行目に下
線が引かれている。
　明確に判別される改行は 3 個所であり，［改行 Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ］として改行の個所を指示している。最初の




　Hegel, Georg Wilhelm Friedrich, Vorlesungen über Rechtsphilosophie, 1818-1831, Edition und 
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　注は，訳者によるものであるが，Deutsches Wörterbuch von Jacob Grimm und Willhelm Grimm. 
erster Band. Leipzig Verlag von S. Hirzel 1854. はじめ，内外のそして各分野の辞典類を参照した。
　なお，本文献の十字架との関連，ならびにヘーゲル『法の哲学』の研究の簡潔な紹介についてはつぎの
記事も参考となるであろう。
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そのことを示唆しています。法律 νόμος は，与える νέμειν に由来します，与えられたもの，法律 lex は，

























































































































1） David Friedlich Strauss　ダーフィト・フリートリッヒ・シュトラウス（1808-74）。『イエスの生涯』（Das Leben 
Jesu. 1835-36．2 巻）の著者。
2） Naturrecht und Staatswissenschaft im Grundrisse. Zum Gebrauch für seine Vorlesungen von D. Georg Wilhelm 
Friedrich Hegel, Ordentl. Professor der Philosophie an der Königl. Universität zu Berlin. Berlin, 1821. In der 
Nicolaischen Buchhandlung.
3） Confucius　孔子，B.C. 552-479，春秋時代末期の中国の思想家。礼と仁にもとづく儒教の創始者。








9） Numa Pompilius　ヌマ・ポンピリウス　B.C. 715-673，伝説によれば，ロムルスの死後のローマ二代目の王。43年
におよぶ治世中，一度も戦争をしないで，内政に努め，法と慣習と祭祀を確立した。
10） Antigone　アンティゴネー　BC 441, 2　古代ギリシァの三大悲劇詩人の一人,ソフォクレスの同名の作品。人間の
掟と神の掟との矛盾による悲劇を描く。へーゲル『精神現象学』「Ⅵ 精神A. 真なる精神。人倫」参照。   
11） Marcus Tullius Cicero　マルクス・トゥリウス・キケロ　B.C. 106-43　ローマの雄弁家，政治家，哲学の著述家。
De Officium B.C. 44. 『義務について』の著者。
12） Samuel Pufendorf　ザームエル・プーフェンドルフ　1632-94　ドイツの法学者　『自然法と万民法』1672　『自然
法に基づく人間および市民の義務』1673　
13） Hugo Grotius　フーゴー・グロティウス　1583-1645　オランダの政治家，法学者。ヘーゲル『哲学史』第 3 部，第 2
編，第 1 章および同『エンツィクロペディー』7 節，参照。
14） カントの自由論と人間の社会的意識諸形態については，角田修一「人間の自由と社会的意識形態としての自由主義
（4）」，『立命館経済学』第67巻，第 2 号，2018年，参照。
15） Adam　アダム　『聖書』「創世記」参照。
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